
 

 

足立成和信用金庫の環境への取組みについて 

【本店本部ビルにおける電力を再生可能エネルギーに切替】 

当金庫では、2025年４月より、本店本部ビルにお

いて再生可能エネルギー100％の電力（以下、再エネ

電力）を使用しております。本件は、当金庫と包括連携

を締結している足立区より、「再生可能エネルギー電力

の利用促進に関する連携協定」を足立区と締結している

(株)エナーバンクをご紹介いただき、リバースオークシ

ョン形式で再エネ電力への切替を行いました。 

なお、リバースオークションにより再エネ電力に切り

替えた事例は、全国の信用金庫で初めての事例となります。

当金庫では脱炭素社会の実現に向け、今後も支店の電力

を再エネ電力に順次切り替えていく予定です。 

 

【環境に配慮した店舗開設、設備の導入、印刷物の採用等】 

・当金庫では店舗新築に際し、複層ガラスやトップ

ライト、LED照明の採用など、環境に配慮した 

設備を取り入れております。また、一部店舗に 

おいては太陽光発電システムや屋上緑化などを

導入しております。 

・営業用バイクに代えて、電動アシスト付自転車を活

用しております。また、社用車の一部にハイブリッ

ドカーや電動バイクを導入しており、2025年 ３

月からは電気自動車も導入し、活用しております。 

・タブレット端末を活用したペーパーレス会議シス

テムを導入し、コピー量の削減に取り組んでおり

ます。また、文書の電子化を進めており、紙媒体

での管理・保管からデータでの保管に移行することで、ゴミの減量化と紙使

用量の低減を図り、事業活動における環境負荷の低減を推進しております。 

・お客さまや外部業者とのやり取りについても、消費者ローンのWEB受付や  

伝票レスでお取引いただけるシステムの導入、信用保証協会との電子受付  

システム、e-Taxデータ受付サービス（Zaimon）やTKCモニタリング情報

サービスなど、積極的にペーパーレスで利用できるシステムを導入し、活用

しております。 



 

 

・ディスクロージャー誌などの定期発行物に関し

ては、紙での印刷を最小限に留めるとともに、

FSC認証紙や植物油インキを一部採用すること

で、環境に配慮しております。また、店頭での

配架チラシや掲示ポスターの一部についても、

FSC認証紙や植物油インキを採用しています。 

・粗品の一部などでも環境配慮の原材料を採用し、

一例として手提げ袋にバイオマス原材を使用す

るなど、石油資源の節約と温室効果ガス排出低

減に取り組んでいます。 

 

【使用済み食用油の回収】 

・当金庫本店本部ビルの食堂から排出される使用済み     

食用油について、2023年７月より業者を通じて持       

続可能な航空燃料（SAF）などに再資源化を行い、  

脱炭素社会の実現に向けて取り組んでいます。

（SAFは化石由来の航空燃料と比べ約80％のCO2      

排出量削減が期待できます。） 

また、足立区との包括連携協定に基づき、区が行

っている使用済み食用油の回収に関する取組につい

ても、地域住民の方々に周知活動を行っています。 

 

 

【環境配慮型の金融商品の取扱い】 

中小企業の脱炭素化を応援するため、「ゼロカーボ

ンアクション応援ローン」の取扱いを開始し、地域の

脱炭素化を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【地域とのパートナーシップ】 

当金庫では、地域の一員として自治体等における環境への取組みに参加する

ことで、活動の輪を広げてまいります。 

・あだちSDGsパートナー…足立区では、持続可能なま

ちづくりに向けて一緒に取り組む事業者・団体を「あ

だちSDGsパートナー」として登録しており、パート

ナー同士が知見や資源を共有し合い、新しいプロジェ

クトが生まれ育っていくことを目指しています。 

・そうかSDGsパートナー…草加市では、SDGsの理念

を踏まえ、「そうかSDGsパートナー」として登録

したSDGsに関連する取組や活動を実施する企業・団体

と共に、「だれもが幸せなまち 草加」の実現を目指

しています。 

・こしがやSDGsパートナー…越谷市では、SDGsの達成等に貢献することを宣

言した企業・団体等との連携・協力を推進するため、「こしがやSDGsパート

ナー」制度を設け、パートナー間の連携が図れる場の提供などを行っています。 

 

【リサイクル・リユースに関する取組み】 

・NPO法人を通じてエコキャップ回収運動に参加して

おり、ペットボトルのキャップを回収しリサイクルを

行うことで、発展途上国の子どもが接種するポリオワ

クチンの寄付とCO２削減に協力しています。 

・環境リサイクルの考えにもとづき、必要とする方に必

要なものを供給する「循環型社会」の構築を目指すた

め、全店舗に「おせっかいボックス」を設置し、下記

の取組みを実施しています。 

（1）余っている食品などを持ち寄ることで、

食品ロスを削減し、こども食堂等への寄

付を行う「フードドライブ活動」 

（２）未使用の生理用品を回収し、自治体等に

よる協力のうえ必要な方へ配布する「サ

ニタリーポスト」 

（３）内閣府やこども家庭庁が主導する「こどもの未来応援国民運動」の一環

であり、資源の循環とすべての子供たちが夢や希望を持てる社会の構築

を目指す「こどものみらい古本募金」 



 

 

・2025年６月より、本店ロビーにブックオフと            

BPLabが共同企画・運営している「R-LOOP」の回収

ボックスを設置し、不要になった衣服や雑貨の回収を

行っています。回収された衣服や雑貨はブックオフが

運営する海外店舗を通じてリユースされ、リユースが

難しいものについても繊維リサイクルなどにより

100％の再資源化が図られます。なお、金融機関にお

ける「R-LOOP」の設置は国内初の事例となります。 

 

 

【清掃活動の実施】 

信用金庫の日（６月15日）と創立記念日(11月11日)

に、全店統一で店舗周辺の清掃活動を実施しています。 

 

 

 

 

 

【クールビズ、ウォームビズの実施】 

SDGsの17目標のうち、目標７「エネルギーをみん

なに。そしてクリーンに」、目標８「働きがいも経済成

長も」、および目標13「気候変動に具体的な対策を」

の達成に向けた取組み、ならびに社会情勢の変化（服装

の自由化・多様化、脱炭素化の推進）を踏まえて、2022

年11月より「通年ノーネクタイ・ノーリボン」を導入

いたしました。また、2023年８月からは「New COOL 

BIZ」として、夏季におけるポロシャツ着用CO２ 



 

 

【支店単位での取組みの一例】 

・緑化を意識し、店舗イベント時などの景品には、積極的に花木を取り入れて

います。（複数店舗で実施） 

・地域児童と協力し花壇の整備を行っています（南花畑支店） 

・食品ロス削減のため、支店のイベントとも

に「フードドライブ」を行うことで、取組み

自体の周知や、当金庫店頭に常設している「お

せっかいボックス」の周知を行っています。

（六木支店 他） 

・地域包括支援センターと連携を図り、地元高

校生や高齢者と共に地域の清掃活動に参加し

ています。（青井支店） 

 


